
 

 

 

 

 

 
 

「声援を受けて」 
「みなさんの応援のおかげです」 
これは、あらゆるスポーツで試合後によ

く聞かれるセリフです。 

つい先日のサッカー
ワールドカップでも、幾
度となく選手や監督か
ら発せられました。 

たびたび聞こえるものですから、私は、
正直、「お礼」や「社交辞令」の一つのよう
にも感じていました。 

 
しかし、それは、大きな間違いでした。 
12月 9日、雪小冬の恒例行事、持久走記

録会を開催しました。 

例年同様、雪浦中区に設定したコースで
行いましたが、当日は、寒い中にもかかわ
らず、多くの保護者、地域の方が応援に駆
けつけ、ご自身のお子さんのみならず、ほ
かの学年のレースにもたくさんの声援をく
ださいました。 

11月に行った試走では、十分に力を発揮
できなかったり、あと一歩のところであき
らめてしまったりする姿も見られました。   
しかし本番では、明らかに試走や練習と

は違いました。 

 

 
 
 
 
 
途中、きつそうにしていた子どもが、保

護者や地域の方の大きな声援を受け、そこ
から歯を食いしばってスピードを上げる場
面を何度も目にしました。 

沿道からの声援が、雪小っ子の背中を確
実にあと押ししてくれました。止まりそう

な足を再び持ち上げてくれました。 
持久走を通して、「自分に勝つ」という目

標を達成し、雪小っ子は、皆、晴れ晴れと
した表情でした。 

 
今回、応援の持つ力をあらためて実感し

ました。 
まさに、「応援のおかげ」です。 
ありがとうございました。 
 
 

 
 
読書の時間を利用して、縦割り班による

読み語りを行いました。 
 読み手も聞き手も雪小っ子です。 
 読み手は、「かざぐるまの会」の皆様の読
み語りを手本に、それぞれに工夫して読ん
でいました。抑揚をつけ、表情豊かに読み
語りを行う姿には、確かな成長を感じ、た
いへんうれしく思いました。 
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そして今回、私が特に感銘を受けたのが、
「聞き手」の子どもたちの姿でした。 
縦割りメンバーによる読み語りを、同じ班

の仲間が聞くわけですが、どの班も真剣そ
のものです。 

全員がしっかりと顔を上げ、ときには相
槌を打ちながら、ときには反応しながら、
聞き漏らさないように耳を澄ましています。 
日ごろ、元気に運動場を駆け回っている

子どもも、この時ばかりはじっと耳を傾け
ています。 

 
「決して、すべての子どもが、ものすごく
物語に興味をもっているわけではないはず。
それなのに、なぜこんなにも一生懸命に聞
くことができるのだろう・・・。」 
 
放課後、職員に投げかけてみました。 

 
「いったい何が、今日のような
『聞く力』につながっているの
だろうか・・・」と。 

〇「かざぐるまの会」による日ごろの読み

聞かせのおかげ 
〇「つがねの会」のご支援による定期的な
ロビーコンサートのおかげ 

〇全学級で進めているガイド学習「雪小ス
タイル」の成果 

〇日ごろの縦割り交流活動による異学年の
友達への感謝、憧れ、畏敬の念 

 
もちろん、明確な答えにたどり着いたわ

けではありませんが、こうした取組の積み
重ねが、雪小っ子の「聞く力」につながっ

ているのではないかとの結論に至りました。 
 
「聞く力」は、相手への思いやり、やさ

しさにもつながります。一生懸命に聞いて
くれるからこそ、話し手の「話す力」も高
まります。 

今後も雪小っ子の「話す力」「聞く力」を
精一杯に伸ばしていこうと、全職員で固く
誓いました。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
まもなく、学校は第２学期の終業式を迎

えます。 
１年でもっとも長いこの

２学期を、事故等なく無事に
終えられるのも、ひとえに保
護者・地域の皆様のご理解と
ご協力があってこそです。 
本当にありがとうございました。 
今後も本校の教育活動に対し、変わらぬ

ご厚情を賜りますようお願い申し上げます。 
皆様それぞれに、どうぞよい年をお迎え

ください。        （文責 校長） 


